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は
じ
め
に

野
口
英
世
が
幼
児
期
に
重
篤
な
熱
傷
を
負
い
、
そ
の
後
二
回
の

手
術
を
受
け
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
手
術
に
関

す
る
報
告
は
、
「
野
口
英
世
の
手
」
に
関
す
る
手
の
外
科
的
一
考

察
と
題
す
る
野
口
の
火
傷
時
の
状
況
か
ら
当
時
に
行
わ
れ
た
手
術

や
野
口
の
手
が
そ
の
後
の
人
生
に
及
ぼ
し
た
影
響
や
後
世
に
伝
え

る
も
の
ま
で
の
テ
ー
マ
で
平
瀬
雄
一
教
授
の
詳
細
な
研
究
論
文
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
平
瀬
の
報
告
で
は
、
手
術
は
、
指
間
を
切
り

開
き
、
副
木
を
あ
て
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
「
植
皮
あ
る
い
は

皮
弁
に
よ
る
被
覆
は
行
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
野
口
が
、

済
生
学
舎
入
学
後
、
医
術
開
業
後
期
試
験
の
実
技
試
験
の
た
め
、
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三
回
目
の
手
術
を
受
け
て
い
た
事
実
は
、
野
口
英
世
書
簡
集
Ⅳ
が

世
に
で
る
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
著
者
ら
は
、
二
十

年
以
上
の
野
口
英
世
の
医
学
史
研
究
家
で
あ
る
唐
沢
信
安
医
師
の

指
導
お
よ
び
本
学
整
形
外
科
出
身
池
谷
正
之
院
長
と
癌
研
有
明
病

院
形
成
外
科
沢
泉
雅
之
医
長
の
ご
協
力
に
よ
り
平
成
十
八
年
五
月

に
出
版
さ
れ
た
野
口
英
世
の
書
簡
集
の
野
口
の
三
度
目
の
左
手
の

手
術
記
録
と
児
島
忠
雄
教
授
の
手
の
皮
弁
の
歴
史
か
ら
本
邦
初
と

思
わ
れ
る
野
口
が
受
け
た
有
茎
皮
弁
移
植
術
を
医
史
学
の
見
地
よ

り
報
告
す
る
。

野
口
の
左
手
の
手
術
の
経
緯
二
回
目
の
手
術
は
、
九
歳
の
時
、

地
元
の
斉
藤
幸
元
医
師
に
よ
る
開
指
術
を
受
け
た
。
二
回
目
の
手

術
は
、
十
六
歳
の
時
、
会
陽
医
院
の
渡
部
鼎
医
師
に
よ
り
開
指
手

術
が
行
わ
れ
た
。
三
回
目
の
手
術
は
、
明
治
三
十
年
八
月
二
十
日

に
東
京
帝
国
大
学
近
藤
次
繁
助
教
授
に
よ
り
、
当
時
学
生
用
の
無

料
患
者
で
あ
る
施
療
患
者
と
し
て
、
血
脇
守
之
助
東
京
歯
科
医
学

校
校
長
の
力
添
え
で
行
わ
れ
た
。
野
口
は
、
三
回
目
の
手
術
の
成

功
に
よ
り
、
臨
床
試
験
の
打
診
法
も
無
事
出
来
、
医
術
開
業
後
期

試
験
の
明
治
三
十
年
十
月
の
筆
記
試
験
と
十
一
月
の
臨
床
試
験
に

合
格
し
、
医
師
の
資
格
を
得
た
。
こ
の
間
の
野
口
は
、
二
ヶ
月
余

り
の
入
院
加
療
を
要
し
た
。

三
回
目
の
手
術
の
概
略
》
こ
の
時
の
手
術
の
様
子
は
、
野
口
清

作
（
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京
市
本
郷
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医
科
大
学
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一
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科
ニ
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側
五
号
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よ
り
小
林
栄
（
岩
代
国
那
麻
郡
猪
苗
代
町
古
城
）
に
あ
て
た
、
明

治
三
十
年
八
月
二
十
三
日
と
三
十
一
日
付
け
の
書
簡
に
入
院
ま
で

の
い
き
さ
つ
と
友
人
よ
り
の
野
口
の
手
術
の
有
様
と
し
て
以
下
の

如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

八
月
二
十
三
日
の
野
口
の
手
紙
抜
粋

「
小
生
ハ
、
去
十
七
日
近
藤
医
学
士
（
助
教
授
）
ノ
周
旋
ニ
ョ

リ
テ
、
大
学
ノ
外
科
部
施
療
患
者
ト
ナ
リ
テ
、
同
氏
ノ
手
術
ヲ
受

ケ
ル
為
二
入
院
仕
候
。
手
術
ハ
ニ
十
日
二
遂
ゲ
ラ
レ
目
下
ハ
旧
床

上
二
平
伏
罷
在
候
。
」

八
月
三
十
一
日
の
野
口
の
手
紙
抜
粋

「
手
術
概
略

（
１
）
掌
面
嬢
痕
ヲ
切
断
シ
テ
伸
展
シ

（
２
）
栂
指
内
側
面
ノ
癩
痕
ヲ
切
断
シ
テ
伸
展
シ
、
手
掌
面
ノ

創
面
二
前
脾
半
側
ノ
屈
面
ヨ
リ
長
サ
十
二
、
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

幅
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
ノ
皮
弁
ヲ
造
り
（
経
ハ
腕
節
前
面
ニ
ァ

リ
）
牽
展
ン
テ
手
掌
面
尺
骨
側
ョ
リ
第
三
指
程
迄
ノ
創
二
縫
接
シ

僥
骨
側
掌
面
ヘ
ハ
手
指
ヨ
リ
天
保
銭
大
ノ
皮
弁
ヲ
造
り
（
経
ハ
第

一
第
二
指
間
程
ノ
部
）
ヲ
被
覆
セ
リ
、
且
縫
合
セ
リ
。

以
上
ノ
皮
弁
採
取
痕
ニ
ハ
大
腿
ヨ
リ
、
サ
ー
ル
氏
植
皮
ヲ
ナ
セ

リ
。
考
フ
ル
二
、
本
日
ハ
栂
指
及
ビ
掌
面
ノ
癩
痕
ヲ
切
断
シ
テ
伸

展
、
ン
得
ル
程
度
迄
ニ
ナ
シ
置
キ
其
創
面
ヘ
ハ
整
形
手
術
ヲ
ナ
シ
置

キ
、
数
日
経
過
後
、
副
木
ヲ
以
テ
伸
展
固
定
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
指
節

ノ
手
術
ハ
又
後
日
二
讓
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
考
フ
。
手
術
間
ハ
ー
時

間
二
渉
リ
、
其
間
近
藤
氏
ハ
プ
ル
ス
（
脈
ナ
ラ
ン
）
ヲ
頻
二
注
意

シ
居
し
り
、

折
角
保
養
シ
給
へ
、
委
細
ハ
後
刻
二
讓
ル
、
臨
床
講
義
聞
ク
為

メ
会
話
ヲ
得
ズ
失
敬
ス
、

時
正
午
過
キ
在
花

是
ハ
ー
友
人
ノ
小
生
手
術
ノ
有
様
ヲ
記
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
御
座

候
、
当
時
小
生
ハ
夢
中
ニ
テ
、
御
座
候
得
バ
、
且
当
日
友
人
ハ
数

人
立
会
居
り
申
候
。
」

こ
れ
ら
野
口
の
三
回
目
の
手
術
を
裏
付
け
る
傍
証
唯
野
口
英
世

の
東
京
帝
国
大
学
病
院
の
入
院
に
関
し
て
は
、
近
藤
次
繁
先
生
生

誕
百
年
記
念
会
誌
の
明
治
三
一
年
度
近
藤
外
科
入
院
患
者
一
覧
表

の
中
で
火
傷
一
○
例
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

ま
と
め

本
報
告
は
、
日
本
医
科
大
学
の
源
流
で
あ
る
済
生
学
舎
に
学
ん

で
い
た
当
時
の
野
口
英
世
の
左
手
の
有
茎
皮
弁
移
植
術
に
関
し
て

の
本
邦
初
の
医
史
学
研
究
で
あ
る
。

本
研
究
の
手
の
皮
弁
手
術
の
実
際
に
関
し
て
は
、
本
学
整
形
外

科
池
谷
正
之
院
長
と
癌
研
有
明
病
院
形
成
外
科
沢
泉
雅
之
医
長
の

ご
助
言
を
頂
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


